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津波から命を守る防災教育の実践と情報伝達方法の改善

背 景

成 果

経常研究

津波から命を守るためには、防災教育による避難の迅速化と
防災スピーカによる適切な情報伝達が重要である。

１ ２津波避難訓練と効果的な防災教育の実践 防災スピーカの伝達範囲の改善

（協力機関：北海道総務部危機対策局危機対策課、北海学園大学、(財)小林理学研究所、道内自治体）

道総研の知見と研究成果を活かした
住民対象の避難訓練の実施（むかわ町）

50dB以上聞こえる範囲スピーカ

改善前 改善後

東側の地区で
伝達が不十分

期待される効果

道内市町村の防災教育および防災スピーカの整備・運用で活用され、地域の防災対策に貢献。

地震発生後45分の時点

参加者
津波浸水深

30cm以下
31-50cm
51-100cm
101-200cm
201cm以上

音量、設置位置
個数の見直し

動画配信

研修会

町広報誌

訓練参加者の移動軌跡と津波遡上の分析 訓練結果を研修会・動画配信等
で発信し住民へフィードバック

実測と数値解析により防災スピーカの
設置位置等を見直し伝達範囲を大幅に改善

神恵内村の防災庁舎整備に反映むかわ町の防災対策に反映
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問い合わせ：北方建築総合研究所 電話：0166-66-4218 (代表)
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